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消費~.欲求を充足すると L、う行為は一致し ζいる，という ζ とであった川。
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ギー」の執筆時期は， 1845-6年であるが，この直前， 1844年に， マルクスは
古典経済学の研究をおこなっている。通例『経済学・哲学草稿~ (1844) とし
てよく知られている労作において，マルクスは，アダム・スミス，ジャ:/.パ
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の言うように.人々の同意が必要であ b，説得が必要である Q かかる同意は，
社会的な規模で確認されると，いわゆる「成文法」という形をと b，人々の私
的利益を前提としつつ，人々の相互依存性をみとめあう関係をつくりだすこと
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をつけた場合には現代でも通用するものである。その限定とは，先に述べた相
主依存性や社会の共同資産が，私的所有と商品生産とLヴ 般的環境のもとで
「何故に，いかにして，何によってJ，共同の反対物である「私的利益の正統
化」の手段，あるいは，そのための資産へと転化していったかの検討は，まだ，
果たされていない，という意味においてである。
よ〈知られているように，以後，マルクスほ，フランスにおける内乱の研究
や，人類学者の古代社会の研究などを通じて，官僚機構の成長の法則性や，社
会の共同業務の困家機構への転化について詳細な検討をおこなったu
共同資産の理論は，とれから解明すべ害問題点も多いが，スミスのすぐれた
着想は，現代の公共性，社会財の議論を位置づけてゆく上で，重要な手がかり
となりうることが示されたと思う。共同資産とインフラストラクチュアとの関
係の解明は，今後の展開にとって重要であるが，別の機会に論及したい。
